（海外特別研究員事業）

独立行政法人 日本学術振興会 理事長　殿
平成　　年　　月　　日

外国出張計画変更書
　先般，外国出張計画書を提出しましたが，次のとおり計画を変更して外国出張をしたいので承認願います。

採用年度

受付番号

氏　　名

記

1．事業名：海外特別研究員事業
2．研究課題名（和文）：

3．用務：上記研究実施のため

4．用務地（派遣先国名）：　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　国）
5．変更内容（該当するものを○で囲み，必要事項を記入してください）

　 ア．派遣期間短縮：
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日(   　日間)　  平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日(   　日間)
　 　　　　　　　　　　（変更後）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （変更前）

　 イ．付加用務：
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日(   　日間)    平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日(   　日間)
　 　　　　　　　　　　（付加用務期間）　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　（派遣期間）

　 ウ．一時帰国：
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日(   　日間)    平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日(   　日間)
　 　　　　　　　　　　（日本滞在期間）　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　（派遣期間）

6．日程：様式11－別紙日程表
7．復路航空賃請求の有無：　　有　　・　　無　　（「ア．派遣期間短縮」または「イ．付加用務」を申請する場合）
8．連絡先：〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel：　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（注）
①氏名欄は自署の場合は押印を省略できますが，ワープロ等で記入した場合は，必ず押印してください。

②用務地および派遣先国名については，派遣先受入機関の所在都市名および国名を記入してください。

③計画変更理由書及び受入研究者の承諾書を添付してください。

④「5.変更内容」が「ア.派遣期間短縮」又は「イ.付加用務」である場合には，「7.復路航空賃請求の有無」（予定）につき記入してください。

⑤「8.連絡先」については，派遣期間短縮の場合には手続中及び派遣期間終了後の連絡先を，付加用務であれば付加用務期間中の連絡先を，また一時帰国であれば一時帰国期間中の連絡先を記入してください。なお，メールアドレスについては日本語で連絡可能なものを必ず記入してください。
（様式11）
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